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     臨時号 

九
月
二
日
（
土
）
上
記
学
会
の
大
会
が
里
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
と

里
定
住
セ
ン
タ
ー
で
、
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

日
本
島
嶼
学
会
と
は
、
一
九
九

八
年
七
月
に
、
国
内
外
の
大
小
の

離
島
を
研
究
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
た
研
究
機
関
。
研
究
域
は
、
多

岐
に
亘
っ
て
、
離
島
が
抱
え
る
全

て
の
課
題
が
あ
り
、
自
然
科
学
や

人
文
・
社
会
科
学
も
ふ
く
め
、
島

に
暮
ら
す
私
達
に
と
っ
て
関
心
深

い
問
題
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
甑
島
で
の
大
会
テ
ー
マ
は

「
甑
島
で
考
え
る
島
嶼
の
問
題
と

未
来
展
望
」
で
、
四
十
七
名
に
の

ぼ
る
発
表
者
。 

 

甑
島
が
今
回
大
会
会
場
に
選
ば

れ
た
の
は
、
国
境
離
島
や
海
洋
離

島
の
性
格
、
典
型
的
な
過
疎
の
島

で
あ
り
、
過
去
の
離
島
苦
を
凝
縮

し
て
い
る
一
方
で
、
自
然
や
歴

史
・
民
俗
の
宝
庫
だ
と
い
う
こ

と
。
こ
こ
に
は
、
全
て
の
離
島
の

現
代
的
な
問
題
の
外
、
過
去
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
先
人
の
遺
産

な
ど
、
離
島
の
未
来
を
予
見
で
き

る
も
の
が
あ
る
と
い
う
事
の
よ
う

で
す
。 

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

 

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
里
公
民
館
） 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

十
時
～
十
二
時
十
分 

 

ー
ー
島
嶼
地
域
を
含
ん
だ
広
域
合
併
の 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

現
状
と
課
題
ー
ー 

 
 
 

貴
重
講
演 

 
 

 

古
川
英
利
氏 

 
 
 

 
 

「甑
島
へ
の
集
中
的
な
観
光
政
策
」 

 
 

パ
ネ
ラ
ー 

 
 

庵
地 

優 

氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

唐
澤
智
子 

氏 

 

●
研
究
発
表
（
里
定
住
セ
ン
タ
ー
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
三
時
～
十
七
時 

 

Ａ
会
場 

 

国
境
・
人
口
移
動
① 

 
Ｂ
会
場 

 

海
外
／
生
活
・
文
化 

 
Ａ
会
場 

 

人
口
移
動
②
・
経
済
産
業 

 

Ｂ
会
場 

 

文
化
人
類
学
・
災
害
防
災 

 

●
研
究
奨
励
賞
授
与
式
（
里
公
民
館
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
七
時
十
五
分
～ 

 興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
又
、
１
日
と
３

日
に
は
、
学
会
員
の
皆
さ
ん

の
島
内
巡
遊
が
あ
り
ま
す
。 

７月１５日（土）文部科学省拠点整

備事業「地域志向教育研究」の成果

報告会が里定住センターで開催され

ました。 

７月８日（土）全国離島推進員連絡委員会

の意見交換会及び交流会がありました。 

 

全
国
離
島
振
興
協
議
会
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
離
島
振
興
青

年
推
進
委
員
有
志
並
び
に
本

会
に
賛
同
す
る
離
島
成
年
を

会
員
と
す
る
唯
一
の
全
国
組

織
の
会
議
で
、
日
本
の
各
離

島
の
各
分
野
で
、
島
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る

理
事
の
会
議
が
本
市
・
本
庁

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
七

名
の
参
加
。 

 

 

三
重
県
鳥
羽
市
・
福
岡
県

糸
島
市
・
大
分
県
姫
島
村
な

ど
か
ら
、
国
交
省
や
新
聞
社

か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

鹿
児
島
大
学
か
ご

し

ま

ｃ

ｏ

ｃ

セ

ン

タ
ー
と
薩
摩
川
内
市

に
よ
る
共
同
事
業
。 

 

地
域
資
源
と
観
光

の
可
能
性
。
島
嶼
圏

水
産
業
の
活
性
化
。

六
次
産
業
化
で
地
域

活
性
化
を
。
離
島
観

光

と

Ｕ

Ｂ

Ｓ

の

活

用
。
海
洋
長
波
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
研
究
な

ど
で
し
た
。 

甑
島
は 

今
、
様
々
に 

注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。 


